液相PLA法によるTiO2微粒子の作製と評価 by 大高 正嗣
修 士 論 文 の 和 文 要 旨 
 
研究科・専攻 大学院  情報理工学研究科   先進理工学専攻 博士前期課程 
氏    名 大高 正嗣 学籍番号 1033015 
論 文 題 目  液相 PLA法による TiO2微粒子の作製と評価 







究室ではルチル型 TiO2 を蒸留水中でアブレーションを行うことにより TiO2 微粒子が作製できること、溶
液に硝酸またはアンモニアを用いることで可視光応答する TiO2が作製可能であることを報告してきた。 
 本研究では、TiNに液相 PLA を行うことにより、N ドープTiO微粒子溶液を作製し、最終的に 460nm
の可視光で光触媒活性を示す試料の作製を目標とした。 






 ラマンスペクトルにより、いずれも薄膜中にはルチル型 TiO2、アナターゼ型 TiO2の両方が混
在していることが分かった。 





 メチレンブルー分解実験により、今回作製した試料はいずれも 460nm の可視光に応答してい
ることが分かった。したがって、限りなく割合は少ないが、薄膜中には N ドープ型の TiO2が存
在していると考えられる。 
 
